
　

今
年
度
の
改
選
で
、
会
長
の

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
困
惑
し

つ
つ
、
浅
学
非
才
な
私
に
務
ま

る
で
あ
ろ
う
か
…
と
。
し
か
し

歴
代
の
先
輩
諸
氏
が
、
立
派
に

勤
め
ら
れ
て
来
ら
れ
た
事
を

思
い
浮
か
べ
、
会
員
、
役
員
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
微
力
な
が

ら
任
務
を
遂
行
し
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

か
つ
て
、
約
千
人
も
の
会
員

を
有
し
た
高
山
村
老
連
も
、
現

在
加
盟
す
る
地
区
は
全
行
政
区

の
約
半
数
で
、
会
員
は
３
１
６

人
ま
で
減
少
。
特
に
こ
の
村
で

「
大
集
落
」
と
言
わ
れ
て
い
る
、

百
戸
以
上
の
集
落
で
の
未
加
入

者
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

約
五
十
年
前
、
私
は
上
高
井

郡
連
合
青
年
団
の
役
員
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
当
時
、高
井
村
、

山
田
村
が
合
併
し
て
十
二
年
、

ど
の
集
落
に
も
青
年
団
（
会
）

が
あ
り
、
高
山
村
青
年
団
協
議

会
を
形
成
し
、
同
じ
郡
の
小
布

施
町
青
年
団
も
同
様
に
し
て
、

上
高
井
郡
連
合
青
年
団
の
一
翼

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

又
、
婦
人
会
も
各
集
落
に
あ

り
、
高
山
村
連
合
婦
人
会
を
形

成
し
活
動
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

が
今
や
青
年
団
も
、
婦
人
会
も

活
動
を
休
止
し
て
い
る
。
青
年

団
と
、
婦
人
会
も
当
初
の
目
的

を
達
成
し
て
の
お
休
み
な
の

か
？
役
員
の
な
り
て
が
な
い

の
か
？

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

平
成
二
十
六
年
か
ら
五
カ
年
計

画
で「
百
万
人
会
員
増
強
運
動
」

を
進
め
、
今
年
最
終
年
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は

高
齢
者
の
組
織
で
あ
り
、
会
員

の
自
然
減
が
避
け
ら
れ
な
い
宿

命
の
中
、
新
た
な
会
員
が
入
会

し
て
も
会
員
増
ま
で
に
は
至
ら

な
い
の
が
共
通
の
悩
み
に
な
っ

て
い
る
。

　

当
老
連
も
会
員
増
強
運
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
又
過
日
行
わ
れ

た
、
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
で
の
「
赤

和
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
活
動

事
例
発
表
を
参
考
に
し
た
い
。

　

結
び
に
、
高
山
村
・
社
協
等

の
皆
様
に
は
旧
倍
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

５
月
15
日
（
火
）、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
高
山

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
58
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

高
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長　

藤
沢
　
一
實

度
か
ら
２
年
間
高
山
村
老
連
の

会
長
と
し
て
大
任
を
果
た
さ
れ

た
、
内
山
前
会
長
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

内山前会長へ感謝状贈呈

高山村老連 第58 回総会開催
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

交
流
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
30
年
度 

花
の
審
査
会

　

７
月
20
日
（
金
）、
高
山
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
花
の
審
査
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

４
連
覇
中
の
久
保
支
部
を
阻
止
し

た
の
は
中
原
支
部
。
花
の
良
さ
に
加

え
て
花
の
名
前
が
入
っ
た
手
作
り
の

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
審
査
員
か

ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

6
月
7
日
（
木
）、
第
５
回
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら

の
参
加
者
を
合

わ
せ
て
56
名
と

盛
況
で
、
終
了

後
の
表
彰
式
を

兼
ね
た
懇
親
会

も
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
（
水
）
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ

ン
ド
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
、

77
歳
以
上
の
会
員
を
対
象
と
し
た

寿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
の
中
に
は
90
歳

以
上
の
男
女
が
１
名
ず
つ
お
ら
れ
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
は
つ
ら
つ

と
し
た
プ

レ
ー
で
、
競

技
終
了
後
の

懇
親
会
の
中

で
最
高
齢
賞

が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

高
山
老
連
で
は
、
平
成
30
年
度

研
修
旅
行
「
出
羽
三
山
神
社
参
拝

と
東
北
の
名
旅
館
“
萬
国
屋
”

に
泊
ま
る
山
形
の
旅
」（
１
泊
２
日
）

を
計
画
し
現
在
募
集
中
で
す
。

【
日
程
】

　

10
月
30
日
（
火
）
～
10
月
31
日
（
水
）

【
コ
ー
ス
概
略
】

○
一
日
目
、
10
月
30
日
（
火
）

　

高
山
出
発
７
：
00
～
７
：
40

・
新
潟
市 

新
潟
せ
ん
べ
い
王
国
見
学

・
鮭
の
博
物
館
見
学

・
山
形
県
天
然
記
念
物
念
珠
の
松
庭
園

・
あ
つ
み
温
泉　

名
旅
館
に
宿
泊

○
二
日
目
、
10
月
31
日
（
水
）

・
加
茂
水
族
館

　
（
ク
ラ
ゲ
の
展
示
世
界
一
）

・
出
羽
三
山
神
社
（
山
伏
案
内
の
参
拝
）

・
岩
内
漁
港
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
（
買
い
物
）

・
高
山
各
地　

21
：
10
～
21
：
55
頃　

【
旅
行
代
金
】

　
　

２
８
，
０
０
０
円
（
35
名
以
上
）

【
宿
泊
場
所
】

　

あ
つ
み
温
泉
「
萬
国
屋
」

【
申
込
み
】

　
　

高
山
老
連 

各
支
部
会
長
ま
で

【
締
切
】

　
　

10
月
1
日
（
月
） 

金
　
賞
　
中
　
原

銀
　
賞
　
宮
　
関

銅
　
賞
　
三
　
郷

努
力
賞
　
久
　
保

努
力
賞
　
赤
　
和

努
力
賞
　
水
　
中

努
力
賞
　
天
　
蕨

努
力
賞
　
黒
　
部

募
集

高
山
村
老
連
研
修
旅
行

黒 部

赤 和

久 保

天 蕨

水 中

金  賞  中 原

銀 賞  宮 関

銅 賞  三 郷

努 力 賞

中
原
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

会
長
　
船
路
　
明
美

第
20
回

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

体
育
部
長
　
涌
井
　
重
作

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

             

金
賞
を
受
賞
！

　

５
月
26
日
に
、
会
員
の
皆
様
に

花
苗
を
植
え
付
け
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
猛
暑
が
続
い

た
た
め
水
不
足
と
な
り
、
水
く
れ

に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
其
の

甲
斐
あ
っ
て
、
バ
ー
ベ
ナ
や
ガ
ザ

　
「
わ
ー
入
っ
た
」「
ま
た
Ｏ
Ｂ
だ
」

い
た
る
と
こ
ろ
か
ら
歓
声
が
上

が
っ
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

去
る
８
月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
は
例
年
に
な
い
異
常
気
象
で

当
日
も
35
度
の
猛
暑
日
で
し
た
が
、

そ
の
暑
さ
の
中
、
昨
年
か
ら
上
位

４
名
に
は
県
老
連
東
北
信
大
会
の

出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
ら
し
か
ら
ぬ
元

気
な
プ
レ
ー
で
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
、
望
月
袈
裟
重
・
準
優
勝
、

木
山
章
次
・
３
位
、
宮
前
米
彦
・

４
位
、
山
﨑
健

ニ
ア
な
ど
が
咲
き
誇
る
素
晴
ら
し

い
花
壇
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寿
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

賑やかに懇親会

暑さの中熱のこもったプレー
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上
高
井
郡
総
会
（
交
流
会
）

県
老
連

水
中
老
盛
会

支 

部 

紹 

介

   
こ
の
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
の
名
残

が
続
く
８
月
31
日
～
９
月
１
日
、
高

冷
地
の
志
賀
高
原
「
ホ
テ
ル
一
乃
瀬
」

に
お
い
て
、
本
年
度
の
上
高
井
郡
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
高
山
が
当
番
で
、
第
一
部

は
高
山
の
藤
沢
一
實
会
長
の
挨
拶

と
来
賓
を
代
表
し
て
内
山
村
長
の
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
第
二
部
の

小
布
施
と
の
混
合
チ
ー
ム
に
よ
る
輪

投
げ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
輪

投
げ
は
高
齢
者
も
手
軽
に
出
来
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
、
運
動
機
能
の
鍛
錬

や
得
点
の
集
計
に
頭
を
使
う
事
に
よ

る
認
知
症
予
防
効
果
等
が
期
待
で
き

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
練
習
さ
れ
て
い
る
小
布

施
の
皆
さ
ん
は
上
手
な
人
が
多
く
簡

単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
高
山
の
皆

さ
ん
は
苦
戦
し
て
い
る
方
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

  

第
三
部
の
懇
親
会
も
両
老
連
混
合

で
、
11
人
ず
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
席
に
着
き
、
会
議
等
の
事
情

で
こ
こ
か
ら
の
参
加
と
な
っ
た
小
布

施
の
来
賓
を
代
表
し
て
、
久
保
田
副

町
長
の
祝
辞
と
乾
杯
で
盛
大
な
交
流

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

  

次
の
日
は
ホ
テ
ル
の
好
意
で
志
賀

高
原
歴
史
記
念
館
を
見
学
し
、
志
賀

の
歴
史
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
る

   

８
月
20
日
か
ら
21
日
、
15
名
の
参
加

を
得
て
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
中
野
市
立
博
物
館
を
見

学
。
中
野
市
は
、
中
部
高
地
を
代

表
す
る
土
器
で
あ
る
「
栗
林
土
器
」

が
最
初
に
発
見
さ
れ
た
栗
林
遺
跡

や
、
東
日
本
で
初
め
て
銅ど

う

戈か

、
銅ど

う
た
く鐸

が
発
見
さ
れ
た
柳
沢
遺
跡
な
ど
、
弥

生
時
代
（
二
千
年
前
）
の
大
き
な

遺
跡
が
あ
り
全
国
的
に
有
名
と
の

こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
十
三
崖
の
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
は
集
団
で
営
巣
す
る
事
が
有
名

で
大
変
珍
し
い
こ
と
か
ら
、
昭
和

二
十
八
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
事
な
ど
、
中
野
市
の
自
然

と
歴
史
・
文
化
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。
研
修
の
後
は
湯
田

中
温
泉
に
て
一
泊
。

　

９
月
20
日
に
は
、
社
会
奉
仕
活
動

と
し
て
区
内
３
カ
所
の
公
共
施
設
の

清
掃
や
草
取
り
及
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
を
、
４
班
に
分
か
れ
て
実
施
。

10
月
に
は
、
育
成
会
と
の
世
代
間
交

流
活
動
と
し
て
、
さ
つ
ま
芋
掘
体
験

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
抱
え
て
い
る
最
大
の
課
題

は
、
高
齢
化
に
よ
る
退
会
者
の
増
加

や
、
定
年
延
長
、
役
員
回
避
を
理
由

と
し
た
新
規
加
入
の
減
少
で
、
特
効

薬
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

６
月
26
日
、
小
布
施
町
公
民

館
に
於
い
て
、
県
老
連
主
催
の

市
町
村
老
連
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

須
坂
警
察
署
の
高
齢
者
安
全

講
習
が
行
わ
れ
た
後
、
午
後
か

ら
は
５
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る

活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
高

山
老
連
か
ら
は
、
赤
和
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
長
の
篠
原
武
さ
ん
が
、

12
名
を
新
規
加
入
に
結
び
つ
け

た
、「
加
入
促
進
活
動
の
取
組
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
も
続
け
ざ
ま
に
質

問
が
出
て
、
貴
重
な
意
見
交
換

が
出
来
ま
し
た
。

女
性
指
導
者
研
修
会

女
性
部
長
　
松
本
和
子

　

７
月
24
日
、
猛
暑
日
の
暑
い

中
、
木
島
平
若
者
セ
ン
タ
ー
で

県
老
連
主
催
の
女
性
指
導
者
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、「
健
康
長
寿
の

た
め
に-

軽
運
動
を
中
心
と
し

て-

」
と
題
し
て
、
講
演
が
行

わ
れ
、
午
後
は
、
木
島
平
村
の

活
動
事
例
発
表
と
、「
簡
単
に

で
き
る
布
バ
ッ
グ
」
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

一
枚
の
布
を
上
下
半
分
に
折

り
、
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
ひ
も
状

に
な
る
よ
う
に
左
右
に
切
れ
込

み
を
い
く
つ
も
入
れ
、
そ
れ
を

た
だ
結
ぶ
だ
け
で
簡
単
に
バ
ッ

グ
が
出
来
上
が
り
、
楽
し
い
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

輪投げによる交流

みごと優勝したグループ中野市立博物館にて 盛大に行われた懇親会

発表する篠原クラブ長

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会開

催

に
参
加
し
て

会
長
　
小
山
敏
司
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平成 30 年度 
 高山村老人クラブ連合会予算書

収 入 金 額
支 出 金 額
差 引 残 額

1,135,536 円
1,135,536 円

0円

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 説　　明

分　担　金 165,000 170,000 △ 5,000 会員 330 人 × 500 円

助　成　金 580,000 580,000 0 村・社協からの助成金

特別分担金 190,000 180,000 10,000 総会、各大会参加費

繰　越　金 175,536 213,373 △ 37,837 前年度より

雑　収　入 25,000 6,627 18,373 祝儀、利子等

合　　　計 1,135,536 1,150,000 △ 14,464

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 説　　明
総　会　費 110,000 120,000 △ 10,000 総会費用

会　議　費 80,000 80,000 0 役員会、理事会等

手　当 61,000 57,000 4,000 役員手当

旅　費 25,000 15,000 10,000 県大会参加費用他

研　修　費 140,000 160,000 △ 20,000 郡老連総会、新年役員会他

需　用　費 20,000 25,000 △ 5,000 事務通信費

社会奉仕費 15,000 15,000 0 花いっぱい運動諸費用

福　祉　費 5,000 5,000 0 婚活支援他

旅　行　費 65,000 65,000 0 研修旅行諸費用

体　育　費 140,000 100,000 40,000 スポーツ大会賞品等

女 性 部 費 10,000 10,000 0 研修会運営諸費用

教 養 部 費 130,000 110,000 20,000 会報編集、印刷代

支部活動費 65,000 60,000 5,000 支部へ助成

加入促進費 165,000 170,000 △ 5,000 新規加入支部・各支部助成

育　成　費 60,000 75,000 △ 15,000 新入会員へ助成

負　担　金 30,000 30,000 0 県負担金

雑　　　費 10,000 10,000 0 祝儀、御礼他

予　備　費 4,536 43,000 △ 38,464
合　　　計 1,135,536 1,150,000 △ 14,464

（単位：円）

（単位：円）
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12 月

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会（
参
加
）

市
町
村
老
連
会
長
・
事
務
局
会
議

1 月

世
代
間
交
流
事
業
（
協
力
）

教
養
部
会
・
正
副
会
長
会

輪
投
げ
大
会

2 月

新
年
役
員
会
・
教
養
部
会

（
理
事
・
女
性
部
幹
事
）

第
23
回
冬
季

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

教
養
部
会
・
正
副
会
長
会

議
会
と
の
懇
談
会

3 月

決
算
監
査
会

理
事
会

老
連
便
り
第
50
号
発
行

平成30年度
行事予定

1 ㈯ 15 ㈭ 11 ㈭17 ㈬24 ㈬12 ㈬15 ㈫23 ㈬ 11 ㈮上 旬下 旬 22 ㈮25 ㈪ 11 ㈪25 ㈪ 18 〜 20 30 〜 31
（月〜水） （火〜水）

（後期）

平
成
30
年
度

高
山
村

 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
役
員
名
簿

会　

長 

藤
沢　

一
實

副
会
長
（
会
計
） 

木
山　

章
次

　

同
（
体
育
部
長
） 

涌
井　

重
作

　

同
（
教
養
福
祉
部
長
）

 

戸
田　

富
雄

　

同
（
女
性
部
長
） 

松
本　

和
子

女
性
副
部
長 

勝
山
ま
き
子

監　

事 

内
山　
　

一

　

同 

関
谷　

勝
吉

水
中
老
盛
会 

小
山　

敏
司

久
保
老
盛
会　
　

十
十
木
謙
一
郎

赤
和
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

 

篠
原　
　

武

紫
寿
会 

須
加
尾
正
男

黒
部
は
つ
ら
つ
会 

湯
本　

直
嗣

駒
場
九
十
九
会 

涌
井　

正
明

桝
形
老
栄
会 

片
桐　
　

浩

中
原
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

 

船
路　

明
美

三
郷
長
生
会 

久
保
田
勝
士

宮
関
老
鶯
会 

藤
沢　

七
作

天
蕨
老
年
会 

藤
沢　
　

靖

山
田
温
泉
老
人
ク
ラ
ブ

 

湯
本　

眞
也

元
気
友
の
会 

黒
岩
つ
ね
子

女
性
部
長
名
簿

　

駒　

場 

小
林
か
ず
子

　

三　

郷 

宮
崎
美
知
子

会員募集！
　高山村老人クラブ連合会では あなたの入会をみんなで待ってます！

　

9
月
に
入
り
台
風
、
地
震

と
大
き
な
自
然
災
害
に
襲

わ
れ
、
須
高
地
区
で
も
台
風

21
号
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

の
お
宅
は
い
か
が
だ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
新
体
制
が
発
足
し

て
6
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
。
お

陰
様
で
老
連
の
各
事
業
は
順

調
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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